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また風俗のリスクや実態
を知らせる予防的対応を
要望すると、生活福祉部
長は「感染症対策などの
担当部局や、当事者の団
体等と連携していく」と
答弁しました。
　次に、65歳以上で希
望する方が市内の公衆浴場を１回100円で利
用できる「高齢者の浴場利用券」についてと
りあげました。2024年度の利用実績は、1万
139人（延べ利用回数は14万 1967回）。多
くの方に利用されていますが、燃料費高騰など
で廃業も増え、現在は市内に8カ所（中央区1
軒、浦和区2軒、南区3軒、岩槻区2軒）のみ。
行政区間の公平性の観点から、スーパー銭湯等
の利用料割引などへの拡大を求めましたが「商
業的な側面が強く、むずかしい」との答弁でし
た。一方で、県が公衆浴場の値上げ（大人50
円アップ）を発表しましたが、市内の8カ所
は500円のまま営業することを確認しました。
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保健福祉

　松村としお市議は、教員の「働き方改革」が
すすむ一方で、教員の健康が損なわれている問
題について質問しました。学校教育部長の答
弁で、教員の精神疾患による病休者数が2015
年度の31名から2024年度は129名へと、4
倍近く増えていることが明らかになりました。
松村市議は、2019年の議会質問で、病休者が
増加傾向にあることを指摘し、「病休者を減ら
す方向でとりくむのか」と質問した際に、当時
の学校教育部長が「もちろんそうだ」と答弁し
たことを紹介。あらためて「減らす方向でとり
くむ姿勢か」と質したところ、学校教育部長は
「教員が健康で働くことが何よりも重要」と答
弁しました。
　松村市議はこの間の市教委のとりくみを確認
し、「病休者が減る方向になっていない」と指
摘。そのうえで、松村市議の議会質問で、市教
委による教員への「勤務に関する意識調査」に
おいて現場の声を聞くための自由記述欄をもう
けるよう求め、その成果について質問しました。
学校教育部長は「委員の指摘を受けて、令和5
年（2023年）度から自由記述欄を設けた。出
張の回数を精選して生徒とかかわる時間を増や

　たけこし連市議は、降雪により当日（2月8
日）中止となった「さいたまマラソン2026」
の対応と今後の課題について質しました。
　まず、中止判断の基準とプロセスについて質
問。市は「当日の午前3時に走路状況を確認し、
関係機関と協議のうえ、午前5時に中止を決

定した。積雪量などの客
観的な指標はなく、安全
確保の観点から総合的に
判断した」と答弁しまし
た。経済的損失について、
市は「参加料を事前徴収
しているため大幅な収支
変動はない」とする一方、
「協賛企業へは今後個別に減額等の協議をおこ
なう」と明言しました。
　また、興行中止保険の適用についても現在調
整中であることが確認されました。1万 5000
円の参加料が返金されないランナーへの対応と
して、たけこし市議は次回大会の優先出走権な

ど代替措置を要望しました。市は「参加賞はす
でに発送済み」としたうえで、代替措置は「今
後の検討課題」と述べるにとどまりました。
　当日の周知体制については、公式ウェブサイ
トやSNSでの発信に加え、主要駅や全24カ
所のボランティア集合場所にスタッフを配置
し、来場者へ直接周知を図ったと説明しました。
たけこし市議が降雪リスクの高い2月開催の
見直しや予備日の設定を求めましたが、市は暑
熱回避や他大会との重複、警察等の協力体制確
保の観点から時期変更や予備日設定は困難と答
弁。たけこし市議は、今回の反省をいかして次
回以降に向けた対策を強く要望しました。

してほしい、研修で担当
者を集めることは疑問と
いった意見があった。オ
ンライン研修など、受講者の負担軽減を図って
いる」と答弁。松村市議は「現場の声にもとづ
いて、改善にとりくむべき」として引き続きの
努力を求めました。
　その他、開始から2年がたつスクールダッ
シュボードの運用状況について質問しました。

教員の精神疾患
10 年で4倍 改善をいそげ

 2 月議会・議案外質問（2月16日）
　池田めぐみ市議は、風俗で働く女性を支援す
る団体との懇談をもとに、市の「貧困女性に対
する行政窓口での対応」について質問しました。
大手風俗情報サイト「シティヘブンネット」に
よると、全国の風俗店で働く女性は2023年
に45万 8000人とピークに達しましたが、市
は、市内の風俗店の数や就業人数を把握してい
ません。懇談のなかで「風俗で働く女性の多く
が、貧困、孤立、病気、障がいなどの困難を抱
えている」と指摘がありました。貧困女性が行
政につながらないのは、手続きのむずかしさや、
審査に時間がかかること、家族に扶養照会をか
けられることへの忌避感などがあげられます。
池田市議は、行政窓口対応で、風俗等の職業へ
差別のないよう、研修等の充実を求めました。

子ども文教

窓口対応で風俗への
職業差別がないように

市民生活

さいたまマラソン 2026
中止の影響は
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われるよう、周知の内容
や方法を検討すると答え
ました。
　次にとば市議は、さい
たま市立病院で働く職員
の残業実態についてとり
あげました。2024年度
は救急科は月平均103.6
時間、循環器内科99.0時間、心臓血管外科90.2
時間と、市全体でも突出しています。最長の職
員では救急科155時間、循環器内科150時間、
心臓血管外科154時間に達し、80時間超の時
間外勤務も複数人で、長期におよぶことが明ら
かになりました。市は交代制勤務の導入や大学
医局からの当直・手術支援で負担軽減に努める
としつつ、直近でも残業時間が減少していない
状況を示しました。とば市議は「救急、周産期、
感染症などの政策医療を担う市立病院を守るた
め、職員配置を含めた健全運営に設置者である
市が責任を持つべきだ」と強く求めました。

行者用信号の青時間が短
く、渡り切れない方がい
ることを指摘し、改善を
求めました。市は警察に
要望することを約束しま
した。
　また、土地買収が進む
栄和工区では横断可能な
信号が3カ所のみの計画であるため、兼ねて
から住民運動とともに議会でもとりあげ、増設
を求めてきました。市は「栄和公民館の通りよ
り東側については、栄和小学校東側に押しボタ
ン信号を新設し、栄和小学校の西側には横断歩
道橋を設置する」と前向きの答弁でしたが、「栄
和公民館の通りより西側は設置がむずかしい」
との答弁でした。
　久保市議は「栄和公民館の通りより西側にこ
そ信号が必要。このままでは地域が分断される
懸念がある。少なくとも1カ所は安全に横断
できる信号が必要」と強く訴え、市も「警察と
協議を重ねたい」と答えました。
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　金子あきよ市議は防災行政無線の改善を求め
ました。2024年総選挙に際して、党市議団の
池田めぐみ市議が「防災行政無線を使って投票
を呼びかけることは有効ではないか」と求め、
これに対し「防災行政無線の使用用途は、原則、
災害や犯罪に関する放送や人命の危険性、緊急
性を伴う放送、注意喚起に関する放送等とされ
ていることから、放送はむずかしい」との答
弁がありました。しかし今年2月の総選挙中、

　とばめぐみ市議は、聞こえにくさが「見えに
くい障害」であるがゆえに、医療の現場で必要
な配慮が届かない実態をとりあげました。「病
院受診の際に、呼び出しが聞こえないため『順
番が来たら近くで知らせてほしい』と頼んだが
断られた」という事例を紹介し、話せることで
聞こえないことが理解されず、対応が後回しに
されてしまったとして、ノーマライゼーション
の観点から、文字表示がない医療機関では近く
で知らせる、振動呼出しを使うなどの合理的配
慮を徹底するよう求めました。市は「障害特性
への理解や気づきが十分でなく、配慮につなが
らないケースがある」と認め、当事者の意見を
踏まえ、医療機関で合理的配慮が確実におこな

防災行政無線で「2月 8
日は衆議院議員総選挙の
投票日。投票所整理券が
お手元にない場合でも期
日前投票ができます」と
いう放送がおこなわれた
のです。
　選挙管理委員会に経緯
を質すと「今回の選挙では、前回よりも投票所
整理券の到達がさらに遅れる見込みで、選挙権
の行使に影響を及ぼす恐れを考慮し、市内全域
の有権者のみなさまに広く緊急にお知らせする
ことが必要であると考え、総務局と調整をおこ
ない、防災行政無線での周知をおこなった」「今
後の活用については、その時々の状況に応じ、

検討する」との答弁でした。市議団の現実的な
提案が選挙での活用につながりました。
　金子市議は今回のことを踏まえて、8月6日
と 9日の広島・長崎への原爆投下の時刻や終
戦記念日に、市として平和を守る意思を表明す

る内容の放送をおこなうよう求めましたが「む
ずかしい」との答弁でした。金子市議は、近隣
自治体などでも実施されており、市民からも求
められているとして、全庁をあげて検討するよ
う求めました。

　久保みき市議は、バス停への駐輪場設置と、
道場三室線の信号に関する質問をおこないまし
た。
　バス停への駐輪場設置については、多くの自
治体がサイクルアンドバスライド（自転車とバ
スを組みあわせた移動）を推進し、バス停付近
に一時駐輪場を整備しています。久保市議は、
さいたま市でも同様の整備を進めるべきだと求
めました。しかし市は、サイクルアンドバスラ
イドの有効性は認めつつも「コンビニなどに設
置して、シェアサイクルの活用を優先したい」
として、バス停への駐輪場設置はむずかしいと
の答弁でした。
　道場三室線の信号については、まず、すでに
開通している中島・町谷・南元宿地域での歩
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